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2021/10/31 

Ostia 研究の今とその特異性                 豊田浩志 

河川や港湾に関する限り、最近の多彩な研究手法の投入で従来説が大幅に見直されている。これまで分

かったように説明されてきていたが、その多くが研究者による思い込み仮説にすぎなかったわけだ。 

 

Portus、テヴェレ川、Ostia、帝都ローマ    河口港↑ カストルム↑ 1557 年まで存在した大蛇行部分↑ 

 

1. テヴェレ川の歴史：②, ⑥, ⑦, ⑫, ⑭ 

    

⑦≒⑫    BP＝Before Present       ⑫ 歴史時代における海岸線の前進。数字は西暦年 

⑭ 歴史時代のテヴェレ川  
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2. オスティア（と双子港湾都市ポルトゥス）の歴史概観 

前 3000〜前 700 年：今のテヴェレ河口より 3ｋｍ北に河口があった 

前 700 年ごろ：河口の急激な南下が生じ、それ以降人的活動も活発化し、最初の人間居住（エトルリア 

の影響下での塩田開発開始） 

前 600 年ごろ、それまで淡水域だった沿岸沼地に突然海水が侵入、汽水化 

前 4 世紀 本格的な製塩所設立 

Ostia 創設：製塩と海賊対策の拠点として 

 前 640 年 Ancus Marcius 王による都市創設（伝承） 

 前 4 世紀 城塞 Castrum 創設（考古学的根拠） 

 前 3-2 世紀 対カルタゴ戦で軍港化、その後商業港に転換 

 後 2 世紀 従来説では最盛期と想定 

 後 3 世紀 従来説では衰退期に入る 

 後 5 世紀半ば 港湾施設としては放棄  

 1557 年：テヴェレ川の大蛇行部分が洪水により切断（fiume morto） 

 その後、堆積土砂に埋没し、マラリアが蔓延し、建築資材の石切場と化す 

 20 世紀に入り、ファシスト政権の国策で杜撰な発掘がなされ、だが発掘と修復が本格化 

Portus：皇帝・帝都への従属性はより強かった 

 後 52 年  ティベリウス帝創建、ネロ帝のとき完成 

 後 112 年 トラヤヌス帝六角形の内港掘削：Ostia 管轄からはずされ、帝都の直轄となる 

後 4 世紀初頭 コンスタンティヌス朝下で、Civitas Flavia Constantiniana と改名するとともに、独 

立性を得たという説もあるが、別説では相変わらず帝都ローマに従属していたとされる 

後 5〜6 世紀 しばしばゲルマン人によって占領され、倉庫群も放棄され崩壊する 

後 8 世紀 トラヤヌスの港は沈泥のため使用不可能となる 

 

3. ここ 20 年間の新知見 

〇 考古学・地域研究進展とそれによるオスティアの相対化 ：(3)〜(6)、⑨ 

 これまでテュレニア海沿岸港については、一般叙述中ではプテオリ、ミセーノ（軍港）、オスティア 

とポルトゥスのみ触れられてよしとされる傾向があった。 

⑨中部イタリアのテュレニア海沿岸港分布  
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〇 地中海航海の特殊性：大地、気候、海流、風向き   (1)、①  

 

   例年、地中海は秋以降大西洋からの低気圧通過の荒天に見舞われ、帆船が航行可能なのは 4 月から 9 

月（但し、それは同時にテヴェレ川の渇水期でもあるが） 

➡ 古代の港湾荷揚げ労働は人力に頼っていた――＞［専ら奴隷労働に依存していた、はず］ 

➡ 一年の半分の繁忙期を除くと、［港湾荷揚げ労働者＝奴隷の大半は不要となり、他所に転用され、 

オスティア人口は激減、都市機能も大幅に縮小した、はず］ 

〇 ここ 20 年来の深層ボーリング調査等による古地質学的調査の大進展：とりわけ⑱≒⑲によるオステ 

ィア河口港の水深測定と navalia（船舶格納庫）・神殿複合体の確定に成功。それによると、 

⑲  

    ・河口港の水深は当初 4.5m あり大型貨物船も接岸できた。後 4 世紀の水深は 1.2m になっていたに 

しても、航路浚渫により平底船や河川用軍艦は充分活動可能であった。 

    ・後 1 世紀の第 2 四半世紀にこの河口港に隣接して navalia・神殿複合体が新設され、4 世紀半ばま 

で使用されていたことが判明。おそらく後 355〜363 年かそれ以降に津波襲来に会って初めて放棄 

されたのであり、従来説より河口港は 300 年間も生きながらえていた［港の衰退はむしろ帝都ロー 

マの衰退に連動していたとすべき、では］。 

・Ostia は港湾都市として最終放棄に至るまで、大型船が接岸可能だった Portus と運河や街道で緊密 

に結びついていた。おそらく、両者は相互依存関係にあった。【付図 2, 3】参照 

〇 その他、テヴェレ川右岸への注目、テヴェレ川からイゾラ・サクラへの橋の痕跡も指摘されている 

 

4. オスティア遺跡の特徴：とりわけ Pompeii, Herculaneum との相違点 【付図 1】参照 

㋐ 物流の一大拠点：港湾都市特有の大規模倉庫群、多数の問屋街の存在 

㋑ 多彩な人流・宗教の結節点：東方密儀宗教（とりわけミトラス教）の多数の礼拝所・祠の存在：換言 

するなら、ローマ伝統宗教を例外として、帝国西方の神々の聖所は存在しない 
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㋒ 充実した都市インフラ：皇帝主導の堅固な公共建築物（神殿・円形劇場・大集合住宅等）による街作 

り：典型ローマ都市として存在しないのは競技場くらい（闘技場跡も最近指摘されている） 

㋓ 多数の公共浴場の存在：少なくとも 18（内、こじんまりしたもの 3）もあった。一般自由民用と荷役 

労働者（＝奴隷）専用の区別があった、かも 

㋔ 奇妙なほど食堂・バール関係が少ない：あれば大規模なものが多い。奴隷には不要の存在だったから、 

ないしは都市最終段階での廃業のせい、かも 

㋕ 大規模な製粉・製パン工房の存在：遺跡として 7 箇所あったが、高品質の小型パン焼き窯（現代のピ 

ザ窯クラス）が確認されず、低品質生産の大型ばかりなので、おそらく労働者（＝奴隷）配給用か 

  

Cas.dei Molino I.xiii.4：広い敷地に製粉石臼 7 台        こね器 5 台     巨大パン焼き窯跡：直径 4.6×4.9m 
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【付図 1：オスティア・アンティカ遺跡】① 
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【付図 2：オスティアとポルトゥス】 

 
Stephen Kay et al., Integrating geophysical and geoarchaeological surveys for the reconstruction of a Roman 

Port infrastructure: the Claudian Harbour at Portus, Ed.by James Bonsall, New Global Perspectives on 

Archaeological Prospection:13th International Conference on Archaeological Prospection  28 August-1 

September 2019,Sligo-Ireland,Oxford, 2019, 99-103. 

【付図 3：オスティア河口港複合施設の再現図】①, ⑱ 

 

  但し、左図は Portus の造船所からの流用と思われる 
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